
別紙様式４ 

 

 

賀茂高等学校 第２学年 外国語（英語）科単元指導計画 
 

 

 

１ 単元名 

       Power On Communication English II （東京書籍） 

       Lesson 5  “Vegetable Factories: A New Approach to Agriculture” 

 

２ 単元の目標 

  (1) 間違いを恐れず，積極的に意見を述べている。 

（コミュニケーションへの関心・意欲・態度） 

  (2) 修学旅行班別研修について，事実と意見を区別してまとまりのある文章を書くことができる。 

（外国語表現の能力） 

  (3) 【逆接・譲歩】【付加】【列挙】【態度・感情】等の機能を持つ談話標識の用法を理解する。 

（言語や文化についての知識・理解） 

 

３ 単元の計画（全６時間） 

時 主な学習活動 

1 ・ Lesson 5で用いる言語材料の確認 

2 ・ Lesson 5 / Part 1&2の通し読み（概要把握） 

3 
・ Lesson 5 / Part 1&2の通し読み～現在の農業の課題と結びつける 

  （資料から，現在の農業の課題を読み取り，vegetable factoryの有用性について意見交換） 

4 ・ Lesson 5 / Part 3&4の通し読み（概要把握） 

5 
・ Lesson 5 / Part 3&4の通し読み 

  （教科書本文中の談話標識に着目し，その機能について学習） 

6 
「活用」 

  （研修旅行班別研修の報告）                            →本時 

 

４ 本時の目標 

   修学旅行班別研修について，事実と意見を区別して，談話標識を適切に用いてまとまりのある文章を書く。 

 

５ 学習の流れ（６時間目／全６時間） 

学習活動 

（〇発問，●予想される生徒の反応）  

指導上の留意事項（◇） 

◆「努力を要する」状況と判断した生徒への指導の手立て 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 課題意識をもつ 

○ How can we make our composition 

  better? 

２ 本時のめあて（課題）提示 

 

 

３ グループ活動 

○ Let’s talk about your group fieldwork  

  in Tokyo. 

○ 班別研修についてペアで報告し 

合う。（２回） 

◇ 談話標識を使った簡単な表現活動を行い，それ 

ぞれの談話標識の機能を理解させる。 

 

 

 

 

 

◇ 修学旅行の栞に書き込んだ「まとめ」（日本語） 

を見ながら５分間で発表の内容を考えさせる。 

◇ 発表は一人あたり２分とする。 

◇ 評価用紙を用い，相手が発表の中で談話標識を 

適切に用いているかを評価させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・間違いを恐れず， 

積極的に意見を述 

べている。 

〔コミュニケーションへ 

の関心・意欲・態度〕 

（観察） 

 

 

Let’s make a report of your group training in the school excursion. 



 

 

 

 

 

４ 個人の活動 

○ Let’s write your report on your  

fieldwork in Tokyo. 

○ 班別研修の報告を英語で書く。 

 

 

５ 本時のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 振り返り 

○ ペアで作品を交換し，ピア・ 

レビューを行う。 

◇ １回目の発表の後，どんな情報を伝えるべきか 

を考えさせる。 

 

◆ 何をどのような順番で発表すればよいかを考え 

させる。 

◇ 評価用紙を参考に，談話標識を適切に用いて， 

相手に伝わりやすい表現を心がけるよう指導す 

る。 

◆ まず日本語で書くべきことを箇条書きにしてか 

ら，英語にしていくよう指導する。 

 

◇ 5W1Hを明確にし，談話標識を適切に用いるこ 

とにより，読み手が理解しやすい文章を書くこと 

ができることを確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・修学旅行班別研 

修について，事実 

と意見を区別して 

まとまりのある文 

章を書くことがで 

きる。 

〔外国語表現の能力〕 

（生徒作品） 

 

 

 

B評価例 

    I visited Hiroshima Prefecture Tokyo Office in Toranomon.  For one thing, I wanted to know 

how Hiroshima and Tokyo connect.  For another, I wanted to see how Higashi-hiroshima’s sake is 

promoted.  Mr. Harada guided us.  He is working at Industry and Commerce Section and he is 

promoting companies advance to Hiroshima Prefecture and broaden tourist information about 

Hiroshima Prefecture. 

    I learned three things.  First, Hiroshima is famous for Miyajima and A-bomb Dome, but other 

things are not famous.  Second, Saijo’s sake is not famous.  So we need to promote it more.  

Finally, Hiroshima Prefecture is a suitable place for market survey because there are big cities, 

rural areas, mountains and sea. 

    Hiroshima Prefecture has many charms.  So I think we should promote Hiroshima more. 


